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三田社会学第 18 号（2013） 

行も、こうした労働の世界の変容と深い関わりがあると思うのだが。 
本書は 90 年代を、「本来性の神話」と「他者性との戯れ」が綱引きを演じた時代として浮か

び上がらせていた。東日本大震災と福島第一原発の事故を通過した 2010 年代の現在の地点から

みると、この綱引きは「本来性の神話」の圧勝に終わったと言わなければならない。大震災の

直後には、苦しい状況に耐えて整然と行動する被災者たちの姿が讃えられた。それこそが東北

人の、否日本人の本来的性格であると喧伝されていたのである。そして「美しい日本」の「本

来性の神話」を強調する首相が、大きな国民的支持を集めている。 
90 年代は過剰な想像力の時代であった。オウム真理教事件も酒鬼薔薇の事件も、想像の世界

での出来事が現実の世界に越境して生じた悲劇であった。その美的文化的価値に疑問符はつく

ものの、少女たちも「同人」たちも、過剰な想像力を大胆かつ豪快に表現していったのである。

それに比べ 2010 年代のいま、何故かくもみな従順で大人しくなったのか。何故かくも想像力が

禁圧されてしまったのか。その謎を解く鍵は 00 年代にあるに違いない。この卓越した知的集団

によって 00 年代論が書かれることを切望してやまない。 
 

（こたに さとし 大妻女子大学人間関係学部） 

170 

 
書評 

 
西田善行「著者リプライ：失われゆく「過剰な想像力」のなかで」 
『三田社会学』第 18 号（2013 年 7 月）171-174 頁 

書評リプライ： 

失われゆく「過剰な想像力」のなかで 

西田 善行 

 

１．はじめに 
 8 人で執筆し、内容も多岐に渡る編著『失われざる十年の記憶』について、丁寧かつ的確な

書評を頂いた小谷氏に、まずは心から御礼申し上げたい。 
 小谷氏に解説して頂いた通り、本書は「失われた 10 年」として語られ、もはや成長すること

のない、閉塞感に満ちた時代の始まりとして語られることの多い 1990 年代について、当時生み

出されたテクストや資料から再考することを意図したものである。90 年代当時、あるいはそれ

以降も顧みられることのなかった別様の可能性としての 90 年代を描くという狙いがあった。 
 
２．「自己の他者性」の浮上 
評者は、「本来性の神話」と「他者性の戯れ」をキーワードとし、「自己の他者性」が浮上す

るなかで、その両者が綱引きを演じた時代としての 90 年代を、本書の議論から読み取っている。

大変的を射た視点であると思う。 
「自己の他者性」への対応としての「本来性の神話」の浮上は、90 年代を振り返る上で一つ

の重要な視点である。80 年代的な表層的記号の戯れへのアンチテーゼとしての「本来的なもの」

への回帰は、「モノよりココロ」あるいは「自分探し」という形で、物質的充足よりも内面の充

足が謳われることにつながった。こうした謳い文句は、例えば学校現場での内申点の重視や、

労働の場での「フリーター」や「契約社員」を、現在に比べればポジティブに語るものとして

機能した。評者の指摘するように本書で取り上げた二つレベルでの言説、つまりマクロレベル

で「自国の正史」を欲望する歴史修正主義（第 5 章）や、ミクロレベルでの「心理主義」を背

景としたアダルトチルドレン言説（第 8 章）などは、「本来性の神話」を表す 90 年代的なあり

様であったといえる。 
一方で、本書は 90 年代に想像され、その後ついえてしまった「夢のかけら」も含めて想起す

るという企図があった（20 頁）。その意味で「他者性の戯れ」は本書が浮上させた 90 年代の可

能性の一つといえるだろう。『スワロウテイル』で映し出された多くの移民の集まる「未来都市」

（第 2 章）も、『セーラームーン』のファン・フィクションが描くアイデンティティ・セクシュ

アリティの複数性（第 6 章）も、マクロな、ミクロな自己のなかにある「他者」との戯れであ

り、90 年代のテクストが生み出した別様な可能性なのである。 
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３．「地方」と「労働」はどこへ行ったのか 
本書は 20 歳以上年齢の離れた 8 人の執筆者、それぞれの視点から見た複数の 90 年代を描く

ことを一つの狙いとしていた。ただ 90 年代を語る上で、本書に欠落あるいは不足したテーマ・

対象・視点があることは、評者のご指摘の通りである。欠落したテーマがあることは企画時か

ら想定されたことであり、執筆者のみならず他の書き手によっても、今後モザイク状にそれが

埋められていくことが、「90 年代」を地図化する上で重要である。評者から指摘を頂いた「地

方」の問題と「労働」の問題は、本書に後続すべき重大な課題として残されている。 
地方の問題でいえば 90 年代以降、地方は主要地域の道路交通網の発達と、地域間をつなぐバ

イパスへの大規模商業施設の増加により「郊外化」したことが、00 年代に広く認識された。三

浦展が「失われた 10 年」における地方とその風土の消失を「ファスト風土」と名付け、『ファ

スト風土化する日本』を刊行したのが 2004 年のことである。その意味では本書で指摘した郊外

に関する表象・議論は郊外化した地方においてもパラフレーズ可能である。しかし地方の郊外

化の進行は、「限界集落」と呼ばれる村落地域の過疎化と一対のものである（山下祐介, 2012）。
90 年代は「東京」と「地方」を引き裂いただけでなく、地方の内部でも「郊外」と「村落」を

引き裂いたといえる。こうした状況を 90 年代に地域を描いたテクストのなかでどう表象されて

いたのか、あるいは表象されていなかったのかは、検討が必要であろう。 
労働の問題についても様々なアプローチから考察可能である。1997 年の神戸連続児童殺傷事

件が「心の闇」言説の乱用を引き起こした一方で（第 4 章）、2008 年の秋葉原連続通り魔事件

では「派遣労働者」という労働環境が大きくクローズアップされたのは、90 年代とゼロ年代の

視点の差異を物語っているように思える。もちろん労働の問題を主題化したテクストは 90 年代

にも多く生み出されており、「リストラ」や「フリーター」は様々な物語のなかで描かれている。

ただし 90 年代は「自分探し」の問題としてミクロな問題へと落とし込まれることが強かったの

に対し、00 年代は「格差」の問題として社会問題化した印象を受ける。こうした観点からのテ

クストの読み直しは、90 年代と 00 年代の「画期」を探る上でも重要なものといえる。 
  
４．「ゼロ年代論」に向けて 
「90 年代とはどの期間を指すのか」という評者から頂いた問いは、まさにその「画期」をど

こに設定するのかという問いであろう。評者から提示して頂いた「93 年から 01 年」というの

は了解可能な区分であり、バブル崩壊後の経済状況の深刻化した時期から、小泉政権が誕生し

9.11 の発生した 2001 年前後までというのが、「90 年代」として想起されやすい期間である。た

だし本書では「90 年代」という区分をあえて固定化することはせず、執筆者の想起の文脈に委

ねることとした。「複数の 90 年代」には、「複数の画期」が存在しており、あくまで個別の事例

に沿う形で画期を設定する方が自然と考えたためである。 
ところで本書は 2011 年に執筆し、2012 年に刊行されたものであるにも関わらず、90 年代を

振り返るその視点の取り方が既に過去のものとして感じられる。本書の企画は東日本大震災が
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発生する前に立てられたものであるが、震災の発生は本書のいくつかの章に変更を促すものと

なった。その意味で本書は「ポスト 3.11」という色彩を帯びたものと言える。しかし 2012 年末

の総選挙により自民党が政権復帰し、安倍政権が誕生して以降、「アベノミクス」という名のも

と、既に「ポスト 3.11」ムードは後退し、震災と原発事故はもはや過去の出来事であるかのよ

うな様相を呈している。こうした現在の変化を語る上で「ゼロ年代」が振り返られるべきなの

だろう。そしてその「ゼロ年代」を語る上で、本書は一つの手がかりを提示しているのではな

いだろうか。 
本書の企画が立ち上がる際、編者として念頭にあったのは、90 年代にあった「自己」と「表

象」との緊張感を描き出すことであった。「本来性の神話」と「他者性の戯れ」との綱引きは、

「自己」をめぐる「表象」に現れるのっぴきならない緊張感の中で繰り広げられていたように

思える。この 90 年代が作り出した「自己」と「表象」の緊張関係を、評者は「過剰な想像力の

時代」という言葉で表したのだと思う。これが 00 年代に入り、「２ちゃんねる」などのインタ

ーネット掲示板やブログなど「わたし」の提示が辛辣な言葉によって語られるようになってく

る。多様なる「わたし」の「承認」を巡る語り（政治）は、「自己責任」や「空気を読め」とい

った言葉を用いたバックラッシュにさらされるようになり、「自己」と「表象」の関係は不具合

をきたすのである。その意味で現在の「本来性の神話」の圧勝の下地は 00 年代に用意されたも

のであり、東日本大震災と原発事故という「危機」を経て、それを希求する度合いが急速に高

まっているように思える。 
「過剰な想像力」を可能にしていたものが何だったのかという問いは、90 年代への再・再考

を促す。同時に 00 年代、何が「過剰な想像力」を不可能にしたのかという問いが、ゼロ年代論

を語る上で重要な論点となるだろう。 
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